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日の里ＨＰの特徴  まちづくり委員会Ｑ＆Ａ（案） 
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５．日の里ＨＰの特徴                          Ｂ．町内会単位の情報が見難い、どうすればよい？ 
 

注）当資料は、広報部会長と簡単な擦り合わせを行い、その結果を反映しました、今現在、広報部会の正式文書ではありません。 

敬語、謙譲語などの配慮はできていません、不適切な文言や表現が存在するかも知れません、ご了解ください。 

 

１．当資料の目的 

（１）目的 

日の里ＨＰは、平成１６年、市のパイロット事業として、協議会がその開発の役割を担い、“住民参加型のまちづくり”を目的として

製作したＨＰ。  このため、市町村や企業など一般的なＨＰとは、かなり異なった特徴がある。  過去、広報部会は全体会議等

の意見を基に、日の里ＨＰに必要とされる各種改善を行い現在に至っている。 一方、ここ最近、協議会や町内会の情報通信技

術に堪能な方々による、ＨＰに関する“核心的”な質問が徐々に増えてきた。 このような状況のもと、今般、まちづくり委員会から

“日の里ＨＰに関する質問”を得た、これを機会に多少、“まちづくり”との関連性を含め回答案（議論のたたき台）を作成した。 

それぞれの立場から十分意見を出し合い、実効性のある解決策に繋げたい。 

（２）“回答”の範囲、考え方 

日の里の“まちづくり”（目的）と日の里ＨＰ（道具）は、車の両輪、表裏一体の関係にある、日の里ＨＰを単独で議論するより、“ま

ちづくり”の進め方など、一体化した議論の方が、期待する結論に近づき、相乗効果が得られ易いと思われる。 

そこで、新たな視点で日の里ＨＰ誕生から、現在に至る、“基本情報や付帯情報”を、過去に遡及し、回答の範囲として加えた。 

  



日の里 HP 2 平成２７年６月２３日 

２．日の里ＨＰの位置づけ 

日の里ＨＰの開発・立上げの平成１６年度前後は、協議会の“組織改定”及び、“日の里まちづくり計画”策定のワークショップの開催時

期とも重複した。  このため、まちづくりの機運が高まり、日の里ＨＰを、協議会の住民参加型のまちづくりの道具と位置づけ“新しいま

ちづくりモデルの構築“を目標の一つに掲げた。   

３．日の里ＨＰ開発の考え方、基本情報（まちづくりの要素項目） 

＊今後の、日の里ＨＰの活用や改善及び、“住民参加型のまちづくり”の取組に関わる要素項目 

項目 特記事項（日の里の地域特性）など 

①協議会の規約、事業計画 協議会の目的や事業、年度事業（活動）計画 

②協議会の組織体制 

基本的考え方、特徴など 

平成１５年度末組織改定 ⇒ 部会、委員会のスリム化、協議会と町内会、各種団体との連結連動 

住民－町内会－協議会が一直線につながり、双方の情報の流れが円滑、住民はまちづくりの当事者 

★日の里ＨＰ：> HOME > 組織・団体の文書 > 協議会の情報公開 > まちづくり委員会 >> 平成１６年

度コミュニティ運営協議会の組織改定 

③第 1次日の里 

まちづくり計画 

平成１６年度末 ⇒ 住民ニーズの日の里まちづくり計画の策定 

★日の里ＨＰ： 組織・団体の文書 > 協議会の情報公開 > まちづくり委員会 >> 平成１６年度まちづく

り計画作成委員会まとめ 

④日の里広報紙 日の里のまちの姿、地域特性、地域社会の情報の種類や内容の傾向などの把握 

⑤日の里ＨＰの考え方 

平成１６年度 

⇒ 前①～④項の情報を基に、日の里ＨＰの目的、目標を設定、そしてメニュー構成を作成 

★日の里ＨＰ：組織・団体の文書 > 広報ひのさと > 日の里ＨＰの歴史 >> 日の里ホームページの歴史 

＜参考情報＞平成２７年～３６年度の「第 2 次宗像市コミュニティ基本構想・基本計画（案）」 ⇒ 国や宗像市の考え方を知る。 

宗像市ＨＰ > 観光・産業・まちづくり > まちづくり > コミュニティ > 第 2 次宗像市コミュニティ基本構想・基本計画 
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日の里 HP 3 平成２７年６月２３日 

４．日の里ＨＰの“制御ソフト“の選択    ＊Ｈ１６年８月時点  

（１）検討の前提：市のパイロット事業、協議会の情報公開等が主目的、予算の枠内。 将来、他の１０の協議会へ横展開。 検討期間は４ケ月など 

（２）日の里ＨＰの位置づけ・目的・目標など：協議会の“住民参加型まちづくり”の道具。 地域住民の情報交換、域内外への情報発信。 

情報通信技術（ＩＣＴ）を活用した、住民主体・地域主導の新しい形のまちづくりモデルの構築（目標） 

（３）“ＨＰ制御ソフト“の選択のポイント：協議会のまちづくりを目的としたＨＰは”前例がない“、日の里ＨＰの”住民参加型まちづくりの本格運用

までには様々な変化が予想される、このため保守性や拡張性も重視する。 

（４）“ＨＰ制御ソフト“の比較検討案        ＊市が提示した以下の３案から、Ａ案を採択した。 

比較項目 Ａ案：現行日の里ＨＰ 
評
価 

Ｂ案：市町村や企業などの 

一般型ＨＰ 

評
価 

Ｃ案：Ａ、Ｂ案の 

中間案 

(1)メニュー構成 

 

①サイトマップの構成をそのままメニュー画面に利用、 

階層構造型のメニュー構成（シンプル構造） 

②慣れると地域社会の姿を“体系的”に把握し易い 

○ 

①サイトマップの構造はＡ案とほぼ同等 

②メニュー画面はＡ案より、設計上の自由

度が高く、見栄えが良く、分かり易い 

◎ 以下省略 

(2)投稿に必要 

な技術、特長 

①投稿は、パソコンの無料ソフト（ブラウザ）を利用、 

電子メール送信の技術でＨＰ投稿が可能 

②ＰＤＦを併用すると写真が多用できる 

◎ 
①ＨＰ投稿パソコンには専用ソフトの 

導入及び、その利用技術が必要 
△  

(3)投稿する人、 

費用 

①投稿は、住民及び組織団体の担当者 

②投稿が増えても費用は発生しない ◎ 

①投稿は、事業者又は、事務局など専門

職このため何らかの費用が発生する 

＊投稿件数拡大と費用発生のジレンマ 

×  

(4)保守性 ①小分類メニューの追加・変更は協議会で可能 

(5)拡張性 
①将来に備え予備の小メニューを多数確保 

②外部ＨＰへリンクが可能 
○ （未確認） －  

(6)移植性 他の１０コミュニティ協議会への横展開が容易 ◎ Ａ案に比べ各協議会の作業負荷が大 △  

総合評価 
予め設定したＨＰの目的・目標に合致し、必要な“まち 

づくり”機能を具備、市のパイロト事業の要件を確保 
◎ まちづくりを目的としたＨＰではＡ案が有利 △  

（５）所見 

 ①市がパイロット事業の前提として示した“協議会の情報公開”が主目的であれば、投稿件数は少なく、Ｂ案でも支障は生じない。 

②Ａ案（現行日の里ＨＰ）は、メニュー画面に写真や文言を追加、変更しないことを“設計思想”としている。（ソフトの仕様変更時は費用が発生） 



日の里 HP 4 平成２７年６月２３日 

５．日の里ＨＰの特徴 

◇人口約１２０００人、世帯数約５４００の協議会（日の里住民）が保有する、“まちづくり”を目的としたＨＰ 

項目 特徴 課題、特記事項など 

全般 

①市(行政)が認知した、日の里地区コミュニ

ティの公式ＨＰ、協議会が所有 

②住民参加型の“まちづくり”を目的とした 

ＨＰ、必要とする機能を概ね具備している 

③“ＨＰ制御ソフト”変更の自由度は低い。

（特にＨＰの見栄え⇒変更に費用が発生） 

①まちづくり委員会の、まちづくり実行計画にＨＰ活用と意義と必

要性を明示し、具体的なＨＰの活用方案を織込む。 今後１０

年、“住民参加型の”まちづくり”にはＨＰの活用は不可欠 

②日の里ＨＰ”と“Facebook、YouTube”などソーシャルメディアとの

“連携、活用”による、ＨＰの“まちづくり機能“の拡張を目指す 

(1)メニュー構成 

①地域のＨＰとして必要なメニュー項目 

（カテゴリー）は概ね組込まれている 

②メニュー構成は“階層構造”、サイトマップ

の項目をそのままメニュー画面に表示 

①“まちづくり”の進展に応じたメニュー構成の見直し改善 

小分類メニューのみの追加変更（簡単にできる） 

②日の里ＨＰは一般的なＨＰに比べ、シンプル構造 

(2)ＨＰの投稿 

①住民１人ひとりがＨＰ投稿を通じて、まちづ

くりに参加できる。 

②住民がＨＰ利活用の当事者 

③情報の発生個所での入力（個人、団体） 

①「ＨＰの活用と必要性」の啓発活動を「トップダウン」で進める。 

②ＨＰ投稿者の裾野を広げる。 

③ＨＰの“記事集め”と投稿作業を分業体制で進める。 

(3)投稿の難易度 ①電子メール送信の技術でＨＰ投稿が可能  

(4)メッセージ性 
①写真を多用すれば投稿者のメッセージは

読み手に十分伝わる（最大３５枚程度） 

①写真の利用例 ⇒日の里ＨＰ ＞趣味・遊び・学び >> アウトド

ア・登山「SUN 愛 MUNAKATA 十坊山」など 

http://www.hinosato.jp/index.cgi?k=m&n=3


日の里 HP 5 平成２７年６月２３日 

日の里ＨＰの特徴（つづき） 

項目 特徴 課題、特記事項など 

(5)保守性 

①小分類メニューの追加変更は簡単に可能 

②目的や目標を基に、ＨＰの事前の試行・ 

評価（試行錯誤）が可能 

③“ＨＰ制御ソフト”の変更の実現性は低い

（費用が発生） 

情報通信技術の活用は今後の“まちづくり”の要件、住民参加型

のＨＰの活用は“未知の分野”、試行錯誤は必要、以下参考 

①先ず、まちづくり委員会で小分類メニューを新設し、委員会の活

動の効率化、活動の質の向上、見える化を実践 

②「住民参加型のまちづくりモデル」を試行する。例えば、 

事業案件：日の里の紹介を Facebook、住民参加型で試作  

（ａ）計画案の策定⇒実行⇒評価を“見える化”で進める。 

ＨＰで公開し、委員会・広報部会⇔町内会、各種団体⇔住民の

キャチボールで“目標”の質を高める（住民の知恵の活用） 

（ｂ）他の性格の異なる“分かり易い事業案件”でも試行する。 

（ｃ）成功事例を順次、横展開、住民をプレイヤーとした“まちづく

り”の体験を積む、そして“まちづくり”の将来展望に繋ぐ 

(6)経済性 
①ＨＰの投稿や小分類メニューの追加変更

時、費用は発生しない 

(7)拡張性 ①小分類メニューから外部リンクが可能 

①今後、“Facebook や YouTube などとの連携”により、日の里ＨＰ

の有用性を高める余地がある（同上例） 

日の里の紹介や日の里まつりなど、“Facebook で試作 

 

  



日の里 HP 6 平成２７年６月２３日 

６．日の里ＨＰ／まちづくり委員会Ｑ＆Ａ     

＊質問欄は、まちづくり委員会の質問を基に、一部集約、回答欄は私見を含む議論のたたき台）   

質問 回答（見解、意見、提案など、議論のたたき台） 

（１）日の里ＨＰは、他の一般的なＨＰに比べ、

全体的に、特異で分かり難い、何故か 

①日の里ＨＰは、協議会の “まちづくり” を推進するために開発された公式ＨＰ。 

１０年以上前、市のパイロット事業として、市から提示された３案の中から、“１人ひとり

の住民が簡単に投稿できる機能”などを重視し、現行ＨＰ（Ａ案）を採択した。  

②現行ＨＰは、一般的なＨＰ（Ｂ案）に比べ、“総合的なまちづくり機能の視点”では、有

意差があると判断した。 

☆日の里ＨＰは、地域特性などを勘案して、一般的なＨＰとは別の道を選択した。 

【別紙参照／日の里ＨＰの“制御ソフト“の選択】 

③当件に関し、今現在、実現性、実効性のある改善案は提示されていない。  

（２）トップ画面や大・中・小分類のメニュー画

面が分かり難い、何故か 

①日の里ＨＰはサイトマップ（階層型）をそのままメニュー画面に反映したシンプル構造 

②このため、トップ画面や大・中・小分類メニュー画面の全体構成は固定様式のため変

更は、難点がある。（ソフト変更にかなりの費用が発生） 

（当件に関し、実現性、実効性のある改善案は提示されていない） 

大・中・小分類メニューの文言の変更は可能（大・中分類は若干の費用が発生） 

③メニュー構成は、協議会の目的、組織体制、活動状況及び、ＨＰの目的・目標を予め

設定し、それらを総合勘案して確定した。（本番以降、見直し改善を実施） 

☆ＨＰ開発当時の関連資料を参照するとメニュー構成の理解が進むかと思われる。 

【別紙参照／日の里ＨＰ開発の基本情報（要素項目）や考え方】  

 



日の里 HP 7 平成２７年６月２３日 

質問 回答（見解、意見、提案など、議論のたたき台） 

（３)日の里ＨＰのトップ画面に投稿写真を使え

ないか  

①日の里ＨＰのトップ画面に投稿写真を表示する“ソフトの変更“は、仕組み的（設計思

想のシンプル構造と矛盾）に無理がある。（かなりの費用負担が必要） 

②仮に、費用負担が少ない場合でも、日常的にＨＰを利用する場合、実際に写真があ

る方が良いか否かは十分吟味する必要があると思う。     例えば、新規のＨＰ利

用者が慣れてくると、写真は無意味に思えるかも知れない。（利用者は住民） 

（４）日の里ＨＰの投稿された画面は、文字や写

真が小さく、見栄えも良くない、大きくできな

いか 

①日の里ＨＰの投稿者は、電子メールの送信技術を利用して投稿している、“ＨＰ制御

ソフト”は、電子メールイメージの写真や文字をそのまま画面表示するため、サイズ

の変更は原理的に無理。  ＨＰの利用者自身が閲覧時、必要に応じてパソコン画

面で拡大するようにしている。 ⇒写真をダブルクリックすると拡大する。 

②日の里ＨＰの機能を補完するため、外部リンクの機能がある。  

今後、この外部リンク機能を活用して、各種行事、趣味・学び、サークル活動などを、

分かり易くの伝えることが可能となる。 

以下の利用事例（パター）を参考に、いろいろ試してはどうか。 

(a)外部リンク／一般的ＨＰへ（例） 

日の里ＨＰ> HOME > 趣味・学び > 趣味・遊び・学び > アウトドア・登山 >> 

SNN 愛 MUNAKATA「福万山」  の〔関連リンク〕 

(b)外部リンク／フェイスブック 

 

(ｃ)外部リンク／ユーチューブ 

 

 

③日の里まつり及び、日の里の紹介を、外部リンク／フェイスブックで試作し横展化 
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日の里 HP 8 平成２７年６月２３日 

質問 回答（見解、意見、提案など、議論のたたき台） 

（５）日の里ＨＰには、なぜ空のメニューが

多いのか、消去しないのか 

 

◇ＨＰがある事すら知らない、口コミなどで、 

どんどん伝える。 

日の里ＨＰの利用は、日の里広報紙や広報部会全体会議で各組織・団体に呼び掛け

ているが、ここ数年、マンネリ化し進展していない。 原因の一つは、協議会の“従来

型の活動範囲”では、多くの住民は、日の里ＨＰへの投稿の必要性を感じていないと

考えられる。  今後、以下の手順で「トップダウンのＨＰ啓発活動」を実施すれば、投

稿件数及び、閲覧件数の増加が期待でき、結果的に空きメニューの解消につながる

可能性がある。 

①協議会が「今後１０年に向け、“日の里まちづくり計画”に基づく“まちづくり”の本格的

な取組を開始する旨、“明確なメッセージ”を各組織・団体・住民に発信する。 

②“住民参加型のまちづくりは“全国的にも未知の分野”、これを実現する手段として、

日の里ＨＰの活用が不可欠であること（意義と必要性）を“明確なメッセージ”として、

役員会、まちづくり委員会から住民へ発信する。  

③これに呼応して、広報部会と部会員は、当該組織（町内会や各種団体）のＨＰの普及

活動に取組む。 

④「日の里ＨＰの活用の意義と必要性」に関して、多くの住民の賛同が得られれば、文

化、スポーツ団体を含め、全体としてＨＰ投稿は進むと思われる。 

（日の里の地域特性、“輪になれ日の里”の地域力を期待） 

⑤ＨＰの普及活動の結果、空メニューがあれば、当該組織・団体の了解を得て消去 

（６）楽しいＨＰの投稿 

◇日の里内、外の方に見てもらえるＨＰを、日

の里に住みたいと思うＨＰを 

◇面白くない、遊びがあると、楽しいＨＰを 

①日の里ＨＰは、専任の投稿者はいない、１人ひとりの住民が投稿の役割を担ってい

る、多くの人に声をかけ、是非、投稿を始めて頂きたい。 

＊ＩＤ、パスワードは、コミセン事務局で簡単な手続きで入手できる。 
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質問 回答（見解、意見、提案など、議論のたたき台） 

（７）ＨＰのメニューの開設 

◇子どもの誕生日や、夫婦の記念写真が投稿

できると良い 

◇日の里地区の分かり易いマップの作成

（学校、病院、公園など） 

◇健康のためにお散歩ＭＡＰ

（時間毎のコース設定） 

 

①原稿が準備できれば、いつでも開設できる、広報部会で決めれば実現可能だと

思う。 

（８）“いいねボタン”やコメント欄など、閲覧者の

反応があれば、投稿意欲がもっとわくので

は？ 

①現行の日の里ＨＰには、「いいねボタン」など評価につながる機能は準備されていな

い。（ＨＰ上の“いいねボタンの作成”や“結果の集計”などに費用が発生する） 

②仮に、“いいねボタン”があったとして、ＨＰの投稿者は、地域住民、今後、投稿を始

める新規投稿者を含め、一般的には投稿には不慣れ、評価は投稿者の意欲低下を

招く恐れがある。  また“評価結果”は、次なる処置対応につながらない、 

などの理由により、今現在、投稿に関する“評価”はしない、「日の里ＨＰ利用規定を

順守する限り、自由に投稿して下さい」．．．．が広報部会の基本姿勢 
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７．補足 

項目 内容 

（１）一般的なＨＰと日の里ＨＰの相違点 ①市町村や企業の一般的なＨＰの利用者は、行政サービスの受益者や企業の顧客、ＨＰ

閲覧者の満足度（サービス）向上は“経営目標”。 ＨＰに必要な投資費用は潤沢 

②日の里ＨＰは、市(行政)が認知した、日の里地区コミュニティの公式ＨＰ、協議会が所有 

ＨＰの投稿者と閲覧者は共に住民。 ＨＰに必要な予算は限られる（費用対効果） 

③日の里ＨＰの利用者の多くは地域住民、“まちづくり”の進展と共に、元気な地域社会の

姿を域外へ発信し、そして域外から多くの閲覧者を迎えるのも、ＨＰの役割と考える。 

（２）日の里ＨＰの外部からの訪問者 

 

①外部の訪問者は、日の里の何に期待して、ＨＰを訪問するのか 

②我々住民は、日の里のどんな事を域外へ伝えたい（発信）のか、意見交換が必要 

（３）日の里ＨＰの抜本的な改善の時期  

（４）ＩＴを活用した新しいまちづくりモデル

の構築とは 

＊日の里ＨＰが開発当初から掲げた目

標の一つ（日の里ＨＰの歴史参照） 

＊現時点では、住民主体・地域主導の

本格的な“住民参加型のまちづくり”

を指す。   

成功事例は、殆ど存在しないと推察、

全国の地域社会の共通課題の一つ 

本格的な“住民参加型のまちづくり”の実現に必要な主な要素項目 

①“まちづくり”の目標、住民ニーズに基づく「まちづくり計画」の存在 

②住民参加型の組織基盤の存在とその組織運営の定着化 

③現役世代、子育て共働き家庭が“まちづくり”に参加できる環境 

④情報通信技術（ＩＣＴ）の活用 

“まちづくり”を目的としたＨＰやソーシャルメディアの活用 

市内外の協議会、大学、ＮＰＯ、先進地域との連携 など 

⑤異なる価値観を許容できる、オープンな地域社会 など 

 


